
あ
る
。

「
今
回
国
会
開
設
ノ

儀
ヲ

建
議
ス

ル

ノ

由
、

依
テ
本
県
令
ニ

於
テ
一

応
諸
君
ノ

御
意
見
拝
聴
仕
度
由
ニ

ツ

キ
、

成
ル

可
ク
ハ

上
京
ノ

各
位
一

同
此
者
ト
同
道
御
出
港
下

サ
レ

度
云
々

」。

つ

ま
り
今
回
の

建
白
に
つ

い

て
、

県
令
か
ら
尋
ね
た
い

こ

と
が
あ
る

か
ら
全
員
横
浜
の

県
庁
ま
で

来
て

欲
し
い

と
い

う
の
で

あ
る
。

こ
こ

に

至
っ

て

国
会
開
設
運
動
は
、

は
じ
め
て

権
力
の

思
い

が
け
な
い

干
渉
と
妨
害

に

出
合
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

そ
れ
に

対
し
て

総
代
た
ち
は
、

「
我
わ
れ
は
い

や
し
く
も
二

万
有
余
の

県
民
の

委
任
を
受
け
て

国
会
開
設
建
議
の

た
め
に

上
京
し
た
の

だ
か
ら
、

た

と
え
県
令
の

命
令
と
あ
っ

て

も
応
ず
る
わ
け
に
は
い

か
な
い

」
と
言
っ

て
、

そ
の

場
で

使
者
を
追
い

返
し
た
。

と
こ

ろ
が
そ
の

夜
十
一

時
す
ぎ
、

再
び
県
令
か
ら
、

「
明
七
日
午

前
十
時
登
庁
致
ス
ベ

キ
旨
」
の

伝
言
が
あ
っ

た
。

そ
の

夜
総
代
た
ち
は
県
令
の

「
御
用

状
」
を
め
ぐ
っ

て

明
け
方
ま
で

論
議
し
た
が
、

結
局
県
庁
へ

は
今
福
元
頴
と
福
井
直
吉

の

両
県
議
を
出
頭
さ
せ
、

他
の

八
名
は
予
定
通
り
元
老
院
に

建
白
す
る
こ

と
に

し
た
。

六
月
七
日
元
老
院
に

向
っ

た
一

行
は
、

足
柄
上
、

津
久
井
を
除
く
相
州
七
郡
の

名
で

願
書
を
提
出
し
、

建
白
を
お
え
た
。

そ
し
て

八
日
に

は
事
故
で

お
く
れ
た
二

郡
の

総

代
、

下
山
万
之
助
、

梶
野
敬
三
も
到
着
し
た
の

で
、

一

旦
提
出
し
た
願
書
の

返
却
を
求
め
、

訂
正
の

上
、

再
提
出
し
た
。

小
田
原
市
立
図
書
館
所
蔵

の

『
国
会
開
設
ノ

儀
ニ

付
建
言
』
と
い

う
、

建
白
書
の

原
本
が
、

「
相
模
国
七
郡
四
百
七
拾
一

町
村
一

万
八
千
七
百
六
拾
一

名
」
と
あ
っ

た
の

を
朱

筆
で

消
し
て
、

「
相
模
国
九
郡
五
百
五
拾
九
町
村
二
万
三
千
五
百
五
十
五
名
」
と

訂
正
し
、

ま
た
「
建
言
」
の

末
尾
に

遅
参
し
た
二
総
代
の

氏
名
を

「国会開設ノ議ニ付建言」　 小田原市立図書館蔵
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追
加
し
て

あ
る
の

は
、

こ

の

間
の

事
情
を
物
語
る
も
の

で

あ
る
。

県
令
と
対
決
す

る
請
願
総
代

一

方
、

今
福
、

福
井
の

二
人
は
、

七
日
県
庁
に

出
頭
し
て
、

県
令
か
ら
今
ま
で

の

運
動
の

経
緯
に

つ

い

て

質
問
を
受
け
た
あ

と
、

「
斯
ル

重
大
ノ

事
件
ヲ

行
フ

ニ

方
リ
何
故
拙
者
ニ

一

応
相
談
ハ

セ

ザ
リ
シ

」
と
詰
問
さ
れ
た
。

こ

れ
に

対
し
て

今
福
は
、

過
般
の

地
方
官
会
議
以
来
の

経
過
を
卒
直
に

の
べ

た
あ
と
、

「
此
ノ

重
大
ノ

事
件
ヲ

予
メ

閣
下
ニ

御
相
談
ヲ

致
サ
ザ
リ
シ

ハ

、

全
体
拙
者
等
ノ

思
想

ト
閣
下
ノ

思
想
ト
ハ

丸
デ
反
対
ナ
ル

ヲ

以
テ
、

御
相
談
申
ス

モ

無
益
ト
初
メ

ヨ

リ
断
念
セ

シ

故
ナ
リ

」（『
扶
桑
新
誌
』
第
一

一

七
号
）
と
き
っ

ぱ
り
答

え
て
い

る
。

こ

の

今
福
の

言
葉
に
は
、

二
万
有
余
の

県
民
の

総
代
と
し
て
の

強
い

責
任
感
と
自
負
の

念
が
こ

め
ら
れ
て
い

た
。

そ
の

気
迫
に

押
さ
れ

て

さ
す
が
の

野
村
県
令
も
、

今
後
の

こ

と
を
注
意
し
た
だ
け
で
、

そ
れ
以
上
追
及
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。

し
か
し
こ

れ
だ
け
で

県
当
局
の

干
渉
と
妨
害
が
お
わ
っ

た
わ
け
で

は
な
か
っ

た
。

出
京
総
代
の
一

人
、

中
川
良
知
が
同
郷
の

郡
長
山
口

左
七
郎
に

送
っ

た
書
簡
に
は
、

そ
の

後
も
次
の

よ
う
な
事
件
の

あ
っ

た
こ

と
を
報
じ
て
い

る
。

総
代
の

中
で

中
川
と
杉
山
泰
助
は
「
建
白
書
」
の

印
刷
を
託
さ
れ
た
た
め
、

そ
れ
を
都
内
の

あ
る
印
刷
屋
に

注
文
し
、

出
来
上
っ

た
ら
横
浜
の

出

入
の

旅
館
へ

配
送
す
る
よ
う
依
頼
し
て

帰
っ

た
。

と
こ

ろ
が
数
日
後
そ
の

旅
館
に
政
府
の

密
偵
ら
し
い

男
が
現
わ
れ
、

届
け
ら
れ
た
印
刷
物
を
引
き

渡
す
よ
う
強
硬
に

迫
っ

た
。

さ
い

わ
い

そ
の

場
は
旅
館
側
の

機
転
で

切
り
抜
け
た
が
、

代
っ

て

今
度
は
県
の

書
記
官
が
直
接
二
人
に

圧
力
を
か
け
て

き
た
。

い

ま
中
川
の

書
簡
か
ら
そ
の

部
分
を
引
用
し
て

み
よ
う
。

「
書
記
官
ヨ

リ
迂
生
、

杉
山
宛
ニ

書
状
来
リ
、

翌
日
則
廿
日
迂
生
始
メ
一

同
着
候
処
、

右
ノ

始
末
ニ

付
（
探
偵
が
来
た
こ

と
を
さ

す

―
筆
者
注
）、

荷
物
ハ

無

事
受
取
置
、

夫
ヨ

リ
書
記
官
ノ

書
面
被
見
候
処
、

着
次
第
直
グ
罷
越
候
様
ト
ノ

事
故
、

夜
ニ

入
迂
生
杉
山
罷
出
候
処
、

活
版
摺
ハ

過
日
県
会
ヨ

リ
焼
却
候
様
申
聞
候

由
、

然
ル

ニ

夫
々

配
布
イ
タ
シ

候
也
ニ

聞
込
候
故
、

一

応
相
尋
候
度
候
。

依
テ

答
ル

ニ

未
ダ
配
布
不
致
、

尤
□
□
各
郡
出
精
上
篤
ト

協
議
シ

県
令
へ

□
□
相
答
其
上

配
布
ス

ル

ト
モ

又
ハ

焼
却
ス

ル

ト
モ

致
候
心
得
、

迂
生
等
一

両
人
ニ

テ
ハ

回
答
ハ

致
シ

兼
候
度
候
」

（「
山
口

左
七
郎
文
書
」）
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こ

の

書
簡
に
よ
れ
ば
、

政
府
と
県
が
一

体
に

な
っ

て

「
活
版
摺
」
の

建
白
書
の

配
布
を
妨
害
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

中
川
ら
二
人
が
旅
館
で

無
事
に

荷
物
を
受
取
る
と
、

今
度
は
県
の

書
記
官
か
ら
の

出
頭
命
令
で

あ
る
。

そ
し
て

「
活
版
摺
」
は
県
会
で

も
焼
却
す
る
よ
う
に

き
ま
っ

た
は
ず

だ
が
、

そ
れ
で

も
配
布
す
る
つ

も
り
か
と
追
及
さ
れ
て
い

る
。

つ

ま
り
県
側
は
種
々

の

口

実
を
設
け
て

建
白
書
の

配
布
を
あ
く
ま
で

阻
止
し
よ
う
と

し
た
わ
け
で

あ
る
。

だ
が
中
川
ら
は
頑
と
し
て

屈
し
な
か
っ

た
。

建
白
書
の

配
布
を
め
ぐ
る
県
側
の

妨
害
は
そ
の

後
も
執
拗
に

続
い

た
よ
う
で

あ
る
。

そ
れ
は
中
川
が
前
記
の

書
簡
の

中
で
、

「
其
後
モ

探
偵
有
之

候
間
、

其
答
ニ

テ
郡
内
失
策
不
被
成
様
ノ

心
得
有
之
度
」
と
、

同
志
た
ち
に

忠
告
し
て
い

る
こ

と
で

も
わ
か
る
。

と
も
あ
れ
、

こ

の

と
き
の

活
版
摺

の

建
白
書
が
、

当
局
の

き
び
し
い

監
視
の

目
を
潜
っ

て
、

地
方
の

民
権
家
に
ひ
そ
か
に

配
布
さ
れ
た
こ

と
は
、

現
に

そ
れ
が
県
下
の

各
地
に

保
存
さ

れ
て
い

る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
ら
う
。

つ

い

で
に
こ
こ

で
、

相
州
の

国
会
開
設
運
動
に

関
す
る
当
時
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム

の

論
評
を
紹
介
し

て

お
こ

う
。

『
扶
桑
新
誌
』
一

一

七
号
は
、

先
に
の

べ

た
建
白
を
め
ぐ
る
県
総
代
と
県
令
と
の

問
答
を
詳
細
に

伝
え
た
あ
と
、

神
奈
川
県
民
は
「
平
素
暗
愚
ノ

称
」
あ
る
が
今
回
は
別
で

あ
る
。

「
抜
目
ナ
キ
県
令
野
村
氏
其
ノ

人
ヲ
シ

テ
驚
愕
周
章
、

鳴
乎
亦
致
シ

方
ナ
シ

ノ

嘆
ア
ラ
シ

ム

ル
ニ

至
ル
、

何
ゾ
其
痛
快
ナ
ル

」
と
の
べ

て
、

建
白
総

代
の

快
挙
を
た
た
え
た
の

で

あ
っ

た
。

四
　

福
沢
諭
吉
と
相
州

建
白
書
の
起
草
者

・

福
沢
の
企
図

と
こ

ろ
で
、

相
州
の

総
代
た
ち
が
元
老
院
に

提
出
し
た
建
白
書

―
正
式
に

は
「
国
会
開
設
ニ

付
キ
建
言
」と
い

う

―
は
、

慶
応
義
塾
の

福
沢
諭
吉
が
起
草
し
た
も
の

で

あ
る
。

福
沢
は
建
白
書
の

代
筆
を
、

教
え
子
に

あ
た
る
小
田
原
の

松
本
福
昌
か
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ら
依
頼
さ
れ
た
。

松
本
は
旧
小
田
原
藩
の

下
級
士
族
の

出
身
で
、

明
治
九
年
か
ら
十
一

年
ま
で

慶
応
義
塾
に

学
び
、

福
沢
と
は
師
弟
関
係
に

あ
っ

た

の

で

あ
る
（
内
田
哲
夫
「
相
州
九
郡
国
会
開
設
建
言
書
を
め
ぐ
っ

て

」『
小
田
原
地
方
史
研
究
』一
号
）
さ
き
に

県
総
代
の

中
で
、

県
議
か
ら
た
だ
一

人
松
本
が

選
ば
れ
た
の

も
、

建
白
書
起
草
の

仲
介
者
と
い

う
関
係
か
ら
で

あ
ろ
う
。

建
白
書
を
め
ぐ
る
松
本
と
福
沢
の

接
触
に
つ

い

て

は
、

た
と
え
ば
福
沢
の

次
の

手
紙
が
証
明
し
て
い

る
。

「
相
州
九
郡
よ
り
国
会
開
設
の

建
白
、

三
万
人
計
の

連
署
、

本
月
初
旬
書
面
を
奉
呈
い

た
し
候
。

其
周
旋
は
専
ら
松
本
福
昌
な
り
」

（『
福
沢
全
集
』
第
十
七
巻
、

「
江
口

高
寛
宛
書
簡
」）

と
こ

ろ
で
、

建
白
書
の

件
は
松
本
を
通
じ
て

行
な
わ
れ
た
が
、

こ

の

外
に

も
相
州
の

関
係
者
と
福
沢
と
の

接
触
が
あ
っ

た
よ
う
で

あ
る
。

た
と
え

ば
福
沢
側
に

次
の

よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

十
三
年
四
月
　

相
模
国
七
郡
国
会
開
設
ノ

件

高
座
郡
　

今
福

神

藤
利
八

大
住
郡
　

梅

原

修

平

愛
甲
郡
　

中
麿

大
住
郡
　

山
口

左
七
郎

小
田
原
　

吉

野

直

興

大
久
保

清

上
足
柄
郡
　

中
村
舜
次
郎

（『
福
沢
全
集
』
第
十
九
巻
「
明
治
十
年
以
降
の

知
友
名
簿
」）

こ

の

八
人
が
「
十
三
年
四
月
」「
相
模
国
七
郡
国
会
開
設
ノ

件
」
で
、

福
沢
に

面
会
し
て
い

る

わ
け
で

あ
る
。

右
の

八
人
の

中
で
、

今
福
と
神
藤
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は
県
総
代
で

あ
り
、

山
口

左
七
郎
、

中
麿
（
中
九
稲
八
郎
の

こ

と

）、
中
村
舜
次
郎
の

三
人
は
、

大
住
淘
綾
、

愛
甲
、

足
柄
上

各
郡
の

現
職
郡
長
で
、

か
ね
て

か
ら
民
権
派
郡
長
と
し
て

知
ら
れ
て

お
り
、

ま
た
吉
野
は
最
初
に

ふ
れ
た
よ
う
に

小
田
原
仁

恵
社
の

社
長
で
、

国
会
開
設
請
願
の

先
駆
者
と
も
言
う
べ

き
人
物
で

あ
る
。

こ

れ
だ
け
の

メ

ン

バ

ー
が
国
会
開
設
の

件
で

福

沢
を
訪
れ
た
と
す
れ
ば
、

福
沢
は
単
に

建
白
書
の

起
草
だ
け
で

な
く
相
州
の

運
動
そ
の

も
の

に
か
な
り
積
極
的
に
コ

ミ

ッ

ト

し
て
い

た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

福
沢
が
国
会
開
設
運
動
を
ど
の

よ

う
に

見
て
い

た
か
は
、

こ

の

時
期
の

か
れ
の

著
作
で

あ
る
『
国
会
論
』
や
『
時
事
小

言
』
で

知
る
こ

と
が
で

き
る
。

た
と

え
ば
『
時
事
小
言
』
で
は
運
動
に

参
加
す
る
人
民
を
非
難
し
て
、

「
世
の

国
会
開
設
を

願
望
す
る
者
を
見
る
に
幾
千
名
の

調
印
と
云
ひ
、

幾
万
人
の

結
合
と
称
す
る
も
事
実
其
人
の

大
数
は
国
会
の

何
物
た
る
を
知

ら
ず
、

其
開
設
の

後
に
は
如
何
な
る
利
害
が
我
身
に

及
ぶ
べ

き
や
も
弁
へ

ず
、

唯
他
人
が
所
望
す
る
故
に

我
も
亦
願
望
す
る

と
云
ふ
に

過
ぎ
ず
」
と
の
べ

て
い

る
。

総
じ
て
か
れ
は
自
由
民
権
運
動
を
「
駄
民
権
」
と
罵
倒
し
、

そ
れ
に

敵
意
さ
え
示
し

て
い

た
の

で

あ
る
。

そ
の

福
沢
が
相
州
の

国
会
開
設
運
動
に
つ

い

て
、

一

定
の

支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
の

は
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。

そ
の

疑
問
を
解
く
一

つ

の

カ
ギ
と

し
て

交
詢
社
の

存
在
が
浮
ん
で

く
る
。

交
詢
社
は
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
一

月
二
十
五
日
、

福
沢
及
び
そ
の

門
下
の

慶
応
義
塾
関
係
者
に
よ
っ

て

創
立
さ
れ
た
都
市
の

啓
蒙
機
関
で

あ
っ

た
。

こ

の

結
社
は
社
則
で

は
「
知
識
を
交
換
し
世
務
を
諮
詢
」
す
る
社
交
ク
ラ
ブ
を
自
称
し
て
い

た
が
、

は
じ
め
か
ら
政
治
色
が
強
く
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
三
月
段
階
で

す
で
に

全
国
千
八
百
人
の

会
員
を
擁
し
、

い

わ
ゆ
る

福
沢
理
論
で

武
装
さ
れ

て
い

た
（
後
藤
靖
「
自
由
民
権
期
の

交
詢
社
に
つ

い

て

」（『
日
本
史
研
究
』
一

三
三
号
））。

神
奈
川
県
下
で

も
同
時
期
に
七
十
七
人
の

会
員
が

お

り
、

広
い

分
野
に

わ
た
っ

て

隠
然
た
る
勢
力
を
有
し
て
い

た
（
第
十
三
表
参
照
）。

第13表　府県別交詢社員数（上位5位まで）

後藤靖「自由民権期の交詢社について」『日本史研究』
133号から作成
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注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、

県
下
の

交
詢
社
員
の

中
に

国
会
開
設
運
動
の

指
導
者
が
多
数
い

る
こ

と
で

あ
る
。

い

ま
そ
の

主
な
顔
ぶ
れ
を

あ
げ
て

見
よ
う
（
第
十
四
表
参
照
）。
こ

れ
を
見
る
と
十
四
人
の

県
総
代
中
五
人
ま
で

が
、

ま
た
二
人
の

郡
長
が
交
詢
社
員
で

あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ

の

辺
に

福
沢
と
相
州
の

密
接
な
関
係
が
指
摘
で

き
よ
う
。

つ

ま
り
福
沢
に
し
て

み
れ
ば
、

交

詢
社
員
の

主
要
メ

ン

バ

ー
が
国
会
開
設
運
動
の

指
導
者
で

あ
る
と
こ

ろ
か

ら
、

乞
わ
れ
れ
ば
運

動
に

対
す
る
応
分
の

援
助
を
提
供
せ
ざ
る
を
得
な
い

立
場
に

あ
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

し
か
も
交

詢
社
は
、

発
足
時
か
ら
国
会
期
成
同
盟
系
の

民
権
運
動
に

対
抗
す
る
企
図
を
も
ち
、

運
動
が
高

揚
し
た
地
帯
ほ
ど
多
く
の

社
員
を
組
織
し
て
い

た
と
い

わ
れ
る
。

そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ

て
、

自
由
民
権
運
動
の

内
部
に
、

福
沢
流
の

官
民
調
和
論
を
も
ち
こ

み
、

運
動
の

分
断
を
は
か
ら
う

と
し
て
い

た
わ
け
で

あ
る
（
後
藤
靖
、

前
掲
論
文
）。

福
沢
の
国
会
論

と
相
州
の
運
動

こ

の

よ
う
に

見
て

く
る
と
、

福
沢
と
相
州
の

関
係
も
自
ら
明
ら
か
に

な
ろ

う
。

つ

ま
り
か
れ
は
、

大
き
く
高
揚
し
た
相
州
の

国
会
開
設
運
動
の

ヘ

ゲ

モ

ニ

ー

を
国
会
期
成
同
盟
で

な
く
、

交
詢
社
＝
福
沢
系
の

側
に

確
保
し
て

お
く
た
め
に
、

敢
て

支
援
の

ポ
ー
ズ
を
示
す
必
要
が
あ
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

福
沢
系
の

『
郵
便
報
知
新
聞
』
が
、

「
相
模
九
郡
ノ

国
会
願
望
者
」
と

題
し

て
、

「
今
春
愛
国
社
員
ノ

相
州
ヲ

誘
説
シ

テ
、

其
他
ノ

名
望
ア
ル

人
士
ニ

説
ク
ニ

協
力
合
体
ノ

事
ヲ

以
テ
ス

ル

ヤ
、

相
州
ノ

主
人
断
然
之
ヲ

辞
シ

テ
曰

ク
、

国
会
開
設
ハ

我
輩
ノ

希
望
ス

ル

所
ナ
リ
、

国
会
開
設
ノ

事
タ
ル

我
輩
意
見
ノ

存
ス

ル

ア
リ

…
…
我
ト
我
ガ
欲
ス

ル

所
ニ

ヨ

リ
テ
我
ガ
意
見
ノ

存
ス

ル

所
ヲ

行
フ

ア
ラ
ン

ノ
ミ
。

敢
テ
他
人

第14表　神奈川県交詢社員名簿

後藤靖「自由民権期の交詢社名簿」（立命館大学『人文科学研究所紀要』第24号）
から作成
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ノ

為
ニ

灯
ヲ

提
ゲ
ザ
ル

ナ
リ

」（
同
紙
十
三
年
六
月
十
一

日
付

）
と
の
べ

て
、

相
州
の

独
自
性
を
こ

と
さ
ら
強
調
し
て
い

る
の

も
、

同
じ
よ
う
な
企
図
か

ら
で

あ
る
。

こ

れ
に

対
し
て

期
成
同
盟
系
の

『
愛
国
新
誌
』
が
、

「
夫
レ

代
議
政
体
ハ

広
ク

公
衆
ノ

意
見
ヲ

容
ル

ベ

キ
者
ニ

ア

ラ
ズ
ヤ
、

然
ル
ニ

此
政
体
ヲ

希

望
ス

ル

人
民
ニ

シ

テ
、

他
人
ノ

説
ヲ

容
レ

ズ
、

徒
ニ

自
己
ノ

意
見
ヲ

以
テ
之
ガ
開
設
ヲ

計
ラ
ン

ト
ス
。

何
ゾ
代
議
政
体
ノ

趣
旨
ヲ

知
ラ
ザ
ル

ノ

甚
シ

キ
ヤ

」（『
明
治
文
化
全
集
自
由
民
権
編（
続
）』）
と
反
論
し
て
い

る
の

も
、

あ
な
が
ち
不
当
と
は
言
い

切
れ
ま
い
。

さ
い

ご
に
、

福
沢
の

起
草
し
た
建
白
書
の

内
容
に
ふ
れ
て
お
こ

う
。

福
沢
は
国
権
拡
張
と
財
政
論
の

立
場
か
ら
国
会
開
設
の

必
要
性
を
説
い

て
い

る
。「

方
今
世
界
万
国
ノ

交
際
ハ

徳
義
人
情
ヲ

以
テ

接
ス
ベ

キ
モ

ノ
ニ

非
ズ
、

又
約
束
法
律
ヲ

以
テ

制
ス

可
キ
ニ

非
ズ
。

唯
恃
ム

所
ハ

兵
力
ニ

シ

テ
求
ム

ル

所
ハ

利
益
ノ

ミ

」

（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
一

二
）

こ

の

よ
う
な
「
万
国
交
際
」
の

中
で
、

「
我
国
モ

独
立
シ

テ
国
威
ヲ

世
界
ニ

輝
サ
ン

ト

ス

ル

」
の

は
容
易
な
わ
ざ
で

は
な
く
、

ま
ず
第
一

に

「
兵

備
ヲ

厳
重
」
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
今
日
財
政
衰
頽
の

折
か
ら
、

財
源
の

確
保
に
は
「
国
債
ヲ

募
ツ

テ
急
ヲ

救
フ

」
以
外
に

方
法
は
な

い

が
、

現
状
で

は
人
民
の

協
力
も
得
ら
れ
な
い

状
態
で

あ
る
。

そ
こ

で

政
府
が

国
債
募
集
の

た
め
に

人
民
の

協
力
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

国
会

開
設
し
か
道
は
な
い
。

要
す
る
に

国
会
開
設
は
、

「
人
民
ヲ
シ

テ
困
難
ニ

当
ラ
シ

ム

ル

ノ

方
便
」
だ
と
い

う
の

で

あ
る
。

以
上
が
福
沢
の

起
草
し
た

建
白
書
の

要
旨
で

あ
る
。

と
こ

ろ
で
、

こ

の

建
白
書
と
先
に

見
た
諸
郡
の

締
盟
書
と
で
は
、

そ
の

主
張
に

大
き
な
懸
隔
が
あ
る
こ

と
に

気
付
く
。

建
白
書
が
専
ら
国
権
拡
張

と
財
政
難
打
開
か
ら
、

国
民
の

支
持
を
ひ
き
出
す
「
方
便
」
と
し
て

国
会
開
設
を
説
く
の

に

対
し
て
、

締
盟
書
は
素
朴
で

は
あ
る
が
公
議
与
論
と
天

賦
人
権
論
に

基
づ
い

て

国
会
論
を
展
開
し
て
い

る
。

こ

の

締
盟
書
が
国
会
開
設
運
動
の

地
元
の

論
理
と
主
張
を
代
弁
し
た
も
の

と
す
れ
ば
、

建
白
書
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は
そ
れ
を
依
頼
し
た
地
元
と
は
別
個
の
、

福
沢
自
身
の

国
会
論
を
の
べ

た
も
の

と
見
る
べ

き
で

あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、

そ
の

後
の

神
奈
川
県
下
の

自
由
民
権
運
動
が
、

福
沢
の

政
治
的
企
図
と
そ
の

思
想
的
限
界
を
こ

え
て
、

大
き
く
前
進
し
た
こ

と
は
後

述
す
る
通
り
で

あ
る
。

さ
し
当
っ

て
こ

こ

で
は
、

交
詢
社
に

加
盟
し
て
い

た
国
会
開
設
運
動
の

指
導
者
た
ち
が
一

、

二

年
後
に

は
全
員
が
脱
退
（
第

十
四
表
参
照
）し
、

そ
の

主
要
メ

ン

バ

ー
が
自
由
党
へ

結
集
し
て
い

っ

た
こ

と
を
付
記
し
て

お
く
。

五
　
県
会
の

た
た
か

い

経
費
削
減
と
民
力

休
養
を
め
ざ
し
て

国
会
開
設
運
動
で

発
揮
さ
れ
た
民
権
運
動
の
エ

ネ
ル

ギ
ー
は
、

同
年
（
明
治
十
三
年
）
の

県
会
に

お

け
る

民
権
派
の

活
動
に

も
あ
ら
わ
れ
た
。

こ

の

年
の

通
常
県
会
は
六
月
八
日
か
ら
は
じ
ま
っ

た
が
、

そ
の

雰
囲
気
は
前
年
と
は
う
っ

て

変
っ

た
も
の

で

あ
っ

た
。

昨
年
は
県
会
の

開
設
の

年
と
い

う
こ

と
も
あ
っ

て
、

県
令
と
議
会
と
の

関
係
は
極
め
て

平
穏
で

あ
っ

た
。

野
村
県
令
の

柔
軟
な
姿
勢
と
県
会
側
の

協
調
的
態
度
と
が
相
ま
っ

て
、

議
案
の

審
議
も
ス

ム

ー
ズ
に

運
ん
だ
。

た
と
え
ば
議
会
側
は
、

地
方
税
収
支
の

議
案
に

つ

い

て
、

「
人
民
一

般
ノ

休

戚
ニ

係
ル

」
も
の

と
し
て

全
項
目
に

わ
た
っ

て

減
額
修
正
し
た
が
、

県
令
も
そ
れ
を
う
け
て

「
悉
ク

認
可
」
す
る
と
い

う
具
合
で

あ
っ

た
。

県
会
の

開
設
に

あ
た
っ

て
そ
の

社
説
で
、

「
県
官
ノ

専
諮
」
を
警
戒
し
て
い

た
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
も
、

そ
の

平
穏
な
審
議
状
況
を
評
し
て

「
官
民
共

和
」
の

県
会
と
呼
ん
だ
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

そ
の

状
況
が
国
会
開
設
運
動
を
契
機
に

大
き
く
変
っ

た
。

も
と
も
と
、

三
新
法
体
制
下
の

県
令
と
議
会
と
の

関
係
は
極
め
て
一

方
的
な
も
の

で

あ

っ

た
。

県
令
は
県
会
の

召
集
、

中
止
、

解
散
権
を
は
じ
め
、

議
案
提
出
権
を
一

手
に

握
り
、

県
会
の

議
決
に
つ

い

て

も
認
可
す
る
か
ど
う
か
の

決
定
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権
を
持
ち
、

不
当
と
認
め
た
議
決
に

つ

い

て

は

再
議
に

付
す
る
権
限

と
、

内
務
卿
の

指
揮
に

よ
る
原
案
執
行
権
を
有
し
て
い

た
。

そ
れ
に

対

し
て

議
会
側
は
、

「
府
県
会
規
則
」
に

よ

れ
ば
「
地
方
税
ヲ

以
テ
支
弁

ス

ベ

キ

経
費
ノ

予
算
及
ビ

其
徴
収
方
法
ヲ

議
決
」（
第
一

条
）
し
、

「
前

年
度
ノ

出
納
決
算
ノ

報
告
ヲ

受
ケ

」（
第
六
条
）、
「
其
府
県
内
ノ

利
害
ニ

関
ス

ル

事
件
ニ

付
政
府
ニ

建
議
」（
第
七
条
）
す
る
程
度
の

権
限
し
か
認

め
ら
れ
て

な
か
っ

た
。

こ

の

よ
う
に

当
時
の

府
県
会
は
、

地
方
自
治
の

代
議
機
関
と
い

う
よ
り
も
、

明
治
政
府
の

地
方
統
治
の

た
め
の

補
助
機

関
的
性
格
が
強
か
っ

た
。

さ
て
、

十
三
年
六
月
の

議
会
は
最
初
か
ら
激
し
い

対
立
が
予
想
さ
れ

た
。

国
会
開
設
運
動
の

成
功
で

勢
い

づ
い

た
民
権
派
議
員
は
議
席
の

三

分
の

二
を
占
め
、

県
民
の

要
求
で

あ
る
「
民
力
休
養
」「
経
費
節
減
」

を
か
か
げ
て
、

予
算
案
の

全
費
目
に

わ
た
る
修
正
を
迫
っ

た
。

な
か
で

も
歳
出
予
算
額
の

二
三
㌫
を
占
め
る
港
湾
道
路
堤
防
橋
梁
費
な
ど
土
木

費
の

攻
防
が
焦
点
と
な
っ

た
。

民
権
派
は
こ

れ
ら
の

土
木
費
を
全
額
国

庫
負
担
（
国
庫
下
渡
金
）
に

す
る
よ
う
要
求
し
て

廃
案
に

追
い

こ

ん
だ
。

第
十
五
表
は
同
年
度
の

歳
出
予
算
の

原
案
及
び
修
正
額
を
あ
ら
わ
し
た

第15表　1880年度神奈川県歳出予算一覧表

⑴　○増額，△減額，×廃案
⑵　上の表は色川大吉「明治前期における地方統治と地方自治」（東京経済大学『人文自然科

学論集』No.5）から転載
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も
の

で

あ
る
が
、

減
額
修
正
は
土
木
費
を
筆
頭
に

殆
ん
ど
の

費
目
に

及
び
、

総
額
に

し
て

予
算
原
案
の

実
に
三
分
の
一

、

十
八
万
円
に
の

ぼ
っ

て
い

る
。

六
月
議
会
に

お
け
る
県
令
と
議
会
側
と
の

攻
防
は
、

五
十
余
日
と
い

う
異
例
の

長
期
議
会
と
な
っ

た
が
、

十
二

月
の

臨
時
議
会
に
お
い

て

遂
に

両

者
の

対
立
は
絶
頂
に

達
し
た
観
が
あ
っ

た
。

こ

の

時
の

最
大
の

争
点
が
悪
名
高
い

「
備
荒
儲
蓄
法
」
で

あ
っ

た
。

こ

の

法
案
は
政
府
が
凶
歳
時
で

も

租
税
の

確
保
に

支
障
が
起
き
な
い

よ
う
常
時
国
民
に
一

定
の

備
蓄
を
義
務
づ
け
る
も
の

で
、

実
質
的
な
増
税
を
意
味
し
て
い

た
。

そ
の

た
め
全
国
的
に

も
多
く
の

府
県
で

反
対
運
動
が
起

こ

り
、

法
案
審
議
を
め
ぐ
っ

て

議
会
は
紛
糾
し
た
。

神
奈
川
で

も
こ

の

法
案
が
県
会
に

上
程
さ
れ
る
や
、

は

じ
め
議
会
内
で

は
修
正
案
、

廃

案
、

延
期
案
の

三
案
に

意
見
が
分
れ
た
が
、

結
局
ど
の

意
見
も
多
数
が
得
ら
れ
ず
廃
案
と
な

っ

た
。

こ

れ
に

対
し
て

野
村
県
令
は
、

法
案
を
再
議
に

付
し
た
が
そ
れ
も
議
会
側
は
多
数
で

ほ
う
む
っ

た
。

そ
こ

で

県
令
は
内
務
卿
の

指
揮
を
乞
い
、

つ

い

に

絶
対
多
数
の

反
対
を
押
し

切
っ

て

原
案
執
行
を
強
行
し
た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
に

十
三
年
度
の

神
奈
川
県
会
は
、

国
会
開
設
運
動
の

高
揚
に
は
げ
ま
さ
れ
て
、

藩
閥
政
府
＝

県
令
の

収
奪
財
政
政
策
に

果
敢
に

抵
抗
す
る
民
権
勢
力
の

橋
頭
堡
の

役
割
を
果

し
た
の

で

あ
っ

た
。

国
会
開
設
運
動
と
県
会
闘
争
を
連
続
し
て

た
た
か
っ

た
県
議
た
ち
は
、

こ

の

あ
と
「
地
方
の

団
結
」「
実
力
の

養
成
」
を
旗
印
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で

民
権
結
社

の

結
成
や
学
習
活
動
に
と
り
組
ん
で
い

く
。

な
お
こ

の

両
度
の

県
会
で

議
長
を
つ

と
め
た
の
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は
、

建
白
を
め
ぐ
っ

て

野
村
県
令
と
対
決
し
た
今
福
元
頴
で

あ
っ

た
。

『
東
京
横
浜
毎
日

新
聞
』
の

役
割

次
に

民
権
派
の

県
会
活
動
を
側
面
か
ら
掩
護
し
た
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
の

活
動
に

若
干
ふ
れ
て

お
き
た
い
。

同
紙
は
一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
十
月
ま
で
、

横
浜
に

本
社
を
置
い

た
こ

と
も
あ
っ

て
、

神
奈
川
県
内
に

多
数
の

読
者
を
も
ち
、

編
集

面
で

も
県
内
の

動
向
に

強
い

関
心
を
向
け
て
い

た
。

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
十
一

月
、

沼
間
守
一

が
同
紙
を
買
収
し

て

社
長
に

就
任
す
る
と
、

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
、

嚶
鳴
社
の

機
関
紙
と
し
て
の

役
割
も
か
ね
て
、

東
日
本
を
代
表
す
る
有
力
な
民
権
派
新
聞
と
な
っ

た
。

ま
た
、

沼
間

自
身
も
そ
の

こ

ろ
東
京
府
会
副
議
長
の

職
に

あ
り
、

府
県
会
に
お
け
る
民
権
派
の

動
向
に

は
こ

と
さ
ら
注
目
し
て
い

た
。

と
こ

ろ
で
、

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
神
奈
川
県
会
の

開
設
以
来
、

会
期
ご
と
の

議
会
傍
聴
記
を
連
載
す
る
と
と

も
に
、

時
々

の

社
説
で

県
会

活
動
の

重
要
な
指
針
と
な
る
論
説
や
記
事
を
系
統
的
に

掲
載
し
た
。

い

ま
そ
の

主
な
も
の

を
同
紙
か
ら
拾
っ

て

み
よ
う
。

第
十
六
表
に

見
ら
れ
る
通
り
、

こ

の

中
に
は
神
奈
川
県
会
を
直
接
扱
っ

た
社
説
が
三
編
あ
り
、

同
県
政
へ

の

関
心
の

強
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。

ま
た
、

「
地
方
政
府
ノ

改
革
」
と
い

う
前
後
六
回
に

及
ぶ
長
文
の

論
説
は
、

中
央
集
権
化
を
排
除
し
て

府
県
の

自
治
を
保
障
す
る
た
め
、

議
員
選
挙

権
の

拡
大
、

県
令
の

議
会
か
ら
の

選
出
、

書
記
官
等
の

冗
官
の

削
減
、

府
県
会
規
則
第
五
条
に

あ
る
内
務
卿
の

指
揮
監
督
権
の

廃
止
な
ど
、

抜
本
的

な
制
度
改
革
を
提
唱
し
て
い

る
点
で

注
目
さ
れ
る
。

同
じ
く
「
地
方
官
ハ

宣
シ

ク

議
会
ノ

下
ニ

ア
ル

ベ

シ

」
と
い

う
論
説
も
、

県
令
の

行
政
権
に

対

す
る
府
県
会
の

立
法
権
の

優
位
を
主
張
し
て
い

て

興
味
深
い
。

さ
ら
に

太
政
官
布
告
第
四
八
号
等
の

増
税
布
告
や
備
荒
儲
蓄
に
関
す
る
論
説
は
、

議

会
で

の

議
案
審
議
に

あ
た
っ

て

少
な
か
ら
ず
参
考
に

な
っ

た
で

あ
ろ
う
。

こ

の

よ
う
に
、

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
の

活
動
が
、

明
治
十
二
、

三
年
の

民
権
派
議
員
の

県
会
活
動
に
、

重
要
な
指
針
を
与
え
た
こ

と
は
ま
ち

が
い

な
い
。

同
紙
と
県
内
民
権
勢
力
と
の

親
密
な
関
係
は
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
、

自
由
、

改
進
両
党
の

分
立
と
い

う
民
権
勢
力
の

二
大
陣

営
へ

の

分
裂
ま
で

続
く
の

で

あ
る
。
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